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平成 26 年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」より 

研究主題「段階的指導を活用した学習意欲を高める指導の工夫」 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

  本研究では研究主題を「段階的指導を活用した学習意欲を高める指導の工夫」と設定した。

主題設定の理由は以下のとおりである。 

   現行指導要領では授業時数と指導する語数が増加した。各学年とも授業時数が年間 105 時

間から 140 時間に、指導する語数が従来の 900 語程度から 1200 語程度に増加し、言語活動の

充実を通じて、言語材料の定着

を図るとともに、コミュニケー

ション能力の一層の育成が求め

られている。 

  生徒の学習意欲については、

ＯＥＣＤ(経済協力開発機構)の

ＰＩＳＡ調査など各種の調査か

ら、成績分布の分散が拡大して

いること、学習意欲や自分への

自信の欠如に課題があることが

挙げられている。 

  東京都の生徒の実態としては、

平成 26 年度「児童・生徒の学力

向上を図るための調査」における生徒を対象とした意識調査で、英語の授業が「どちらかと

いうと分からない」が 21.7％、「ほとんど分からない」が 8.6％という結果が見られ、分から

ないと答えている生徒は 30.3％いることが分かる。また外国語＜英語＞調査では「中学校英

語の平均正答率に対して-5％に達しなかった生徒の割合は 39.7％」という結果が示されてお

り、自信をもって授業に取り組めていない生徒が一定数おり、また成績分布の分散が東京都

においても見られるということが分かる。 

これらの現状を踏まえ、教育研究員の所属する学校において、「聞くこと」、「話すこと」、

「読むこと」、「書くこと」のうち、どの技能に関して自信をもって授業に取り組めていない

のかを把握するために、生徒に４技能を得意な順に並べ、その理由を記入させる形で調査を

行った。今回の調査は、教育研究員の所属する 10 校で実施し、１年生 319 名、２年生 969

名、３年生 232 名、合計 1,520 名分のデータを回収、分析したものである。その結果、３ペ

ージの結果のように、特に「話すこと」、「書くこと」の２つの活動、つまりアウトプット活

動に対して自信がもてない現状があることがわかった。生徒の挙げた自信がもてない理由は、

「間違っていたらどうしようかと不安になる」（「話すこと」）、「語順がなかなか頭に入らない」

（「書くこと」）等で、アウトプット活動に自信がもちにくいという結果は、どの学年におい

ても共通であり、生徒のペーパーテストにおいて測られた理解度が高くても、同様の傾向が

あることが生徒の回答よりわかった。 

前学習指導要領から引き継がれた「生きる力」のうち「確かな学力」は「生きる力」を構

39.7P
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成する３つの要素のうちの１つとされている。学校教育法では学力を「基礎的な知識及び技

能」、「課題を解決するための思考力、判断力、表現力」、「主体的に学習に取り組む態度」と

しており、主体的に学習に取り組んでいく「学ぶ意欲」は「確かな学力」に必要不可欠なも

のである。 
そこで本研究では、「学ぶ意欲」を下支えする自信を生徒の中に醸成させるため、生徒が苦

手意識をもちがちな、「アウトプット活動」に着目し、英語を学ぶことに自信をもたせる手段

として、段階的指導のモデルを作成することを目的とし、研究主題を「段階的指導を活用し

た学習意欲を高める指導の工夫」と設定した。 

 

Ⅱ 研究の視点 

  「言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】（文部科学省平成２３年５月）」では、

外国語の指導において、「実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの学習活

動や、文法事項等の言語材料について理解したり練習したりする学習活動を充実する」とし

ている。 

  本研究では、充実が求められている「互いの考えや気持ちを伝える学習活動」であり、生

徒が自信をもてずに取り組みがちなアウトプット活動「話すこと」、「書くこと」に対する生

徒の意識を肯定的なものに変化させるための手段として、生徒の実態に合わせた段階的指導

（スモールステップ）を与え、小さな成功体験を積み重ねることが有用と考えた。そこで、

「考えや気持ちを伝え合うことができること」を目標として、段階的指導（スモールステッ

プ）のモデルを利用した指導の充実について研究することとした。 

 

Ⅲ 研究仮説 

 

生徒の実態に合わせ段階的指導（スモールステップ）モデルを活用し、生徒の取り組みやす

さを考えた指導（得意意識の高い、インプットである「聞くこと」、「読むこと」から、アウト

プット「話すこと」、「書くこと」へ、難易度は易から難へ）を行うとともに、理解から活用へ

つながる指導（スパイラルな指導、計画的・系統的な反復練習）を行えば、生徒は考えや気持

ちを伝え合う（アウトプットする）ことを積極的に行うことができるようになるだろう。 

 

 

Ⅳ 研究の方法 

１ 基礎研究 

生徒がどの技能に自信がもてないのか調査するために、教育研究員の所属する学校にて「聞

くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」の技能を得意な順に並べ、その理由を記入

する調査を行った。アウトプット活動に自信がもちにくいという結果は、どの学年において

も共通であり、生徒のペーパーテストにおいて測られた理解度が高くても、同様の傾向があ

ることが生徒の回答よりわかった。 
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（表１）生徒が不得意と考える言語活動 

 １年 ２年 ３年 

対象人数 319 人 969 人 232 人 

聞く 64 人 （20.0%）③ 209 人（21.6％）③ 49 人（21.9％）③ 

読む 37 人 （11.6%）④ 125 人（12.9％）④ 27 人（12.1％）④ 

話す 66 人 （20.7%）② 290 人（29.9％）② 57 人（25.6％）② 

書く 152 人（47.7%）① 345 人（35.6％）① 99 人（44.4％）① 

  ※教育研究員の所属する学校で平成２６年５月から６月にかけて「聞くこと」、「話す

こと」、「読むこと」、「書くこと」の技能を得意な順に並べ、その理由を記入するア

ンケートを行った結果の中で、第４位（最も自信がもてない）と回答した生徒の人

数を表にまとめたもの。 

 

２ 調査研究 

  基礎研究で行った教育研究員の所属する学校でのアンケートで、アウトプット活動「話す

こと」、「書くこと」に対し、生徒には苦手意識があることがわかった。そこで、生徒がこれ

らの活動に自信をもって積極的に取り組むことができるように、段階的指導（スモールステ

ップ）モデルを２つの視点、①生徒の取り組みやすさを考えた指導、②理解から活用へつな

がる指導の視点から協議し、作成した。 

 

３ 授業の実践 

  調査研究で作成した段階的指導（スモールステップ）モデルを使った授業の実践を行い、

段階的指導（スモールステップ）モデルが効果的な役割を果たしているかどうかを、検証し

た。 

 

４ 研究成果のまとめ 

  段階的指導（スモールステップ）を活用して実際に授業に取り組んだ際の指導の工夫をま

とめ、その具体的指導事例を検証授業Ａとして９ページに、検証授業Ｂとして１６ページに

挙げた。そして、教育研究員による検証授業における生徒の変化等を考察し、研究の成果を

まとめた。 
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Ⅴ 研究構想図 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究仮説＞ 

 生徒の実態に合わせ段階的指導（スモールステップ）モデルを活用し、指導を行えば、

生徒は考えや気持ちを伝え合う（アウトプットする）ことを積極的に行うことができるよ

うになるだろう。 

＜研究内容＞ 

アンケート結果で生徒が自信をもって取り組みづらい、アウトプット活動（「話すこと」、

「書くこと」）に焦点を当て、段階的指導（スモールステップ）モデルを作成し、４技能

を伸ばし、考えや気持ちを伝え合う力をつける指導を開発する。 

研究の成果と課題 

研究主題：段階的指導を活用した学習意欲を高める指導の工夫 

＜授業の実践＞ 

段階的指導（スモールステップ）モデルを実際に授業で実践し、効果的な役割を果たし

ているか、教育研究員の所属校の授業において検証する。 

現状１ 授業時数・語数の増加 

   平成 20 年改訂の中学校学習指導要領

では、外国語は各学年とも、授業時数を

年間 105 時間から 140 時間に増加する

とともに，指導する語数を従来の「900

語程度まで」から「1200 語程度」へと

増加した。また、小学校外国語活動に「聞

くこと」「話すこと」が導入され、この

素地の上に「読むこと」「書くこと」を

加えた４技能をバランスよく指導する

ことが明示された。 

現状２ 学習意欲に課題 

ＰＩＳＡ調査等では、生徒の「学習意

欲」「自分への自信の欠如」に課題が

あるとしている。また、「平成２６年

度児童・生徒の学力向上を図るための

調査」では、英語の授業の内容が「わ

からない」「ほとんどわからない」と

30.3％の生徒が回答した。 

段階的指導（スモールステップ）を設定 

① 生徒の取り組みやすさを考えた指導（得意という意識の高い、インプット「聞

くこと」、「読むこと」から習熟（インテイク）を経て、アウトプット「話すこ

と」、「書くこと」へ、難易度は易から難へ） 

② 理解から活用へつながる指導（スパイラルな指導、計画的・系統的な反復練習）

考えや気持ちを伝え合う力（アウトプットする力） 
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Ⅵ 研究の内容 

  教育研究員所属校で実施したアンケートから、｢話すこと｣、｢書くこと｣という活動に対し、

生徒の苦手意識が確認された。その一方で、｢自分で考えたことを英語で話せるようになりた

い｣、｢英語でメールや手紙などを交換できるようになりたい」といった、｢英語で自己表現が

したい｣という意見が多数見られた。 

  本アンケートを基に、国の言語活動充実の方向性も踏まえ、本研究では「考えや気持ちを

伝え合う力をつける」ことを目標として設定した。この目標を達成するために段階的指導(ス

モールステップ)を設定し、４技能を無理なくバランスよく伸ばしていく工夫を行っていくこ

とで、生徒に自信がつき、学習意欲が高まると考えた。 

  そこで本研究では、研究仮説に基づき、段階的指導(スモールステップ)のモデル作成を行

った。段階的指導(スモールステップ)の条件として、得意という意識の高い、インプット｢聞

くこと｣、｢読むこと」からアウトプット｢話すこと｣、｢書くこと｣という流れを前提に、①｢活

動は易から難へ｣、②｢スパイラルな指導、計画的・系統的な反復練習｣という２つを設定した。 

この２つの条件を設定する際、２点について留意した。１点目は、教科書等の使用教材に

よって、また教員や生徒によって授業は変わるものであるため、普遍性の高いものにした点

である。２点目は、実践しようと思った時点から、すぐに段階的指導(スモールステップ)を

取り入れた授業を行うことができるようにした点である。 

  以下に、上記の２条件を念頭に置いた段階的指導(スモールステップ)を取り入れた授業(単

元)を作成する手順と、その際に留意すべきことをモデルとしてまとめ、検証授業Ａ・Ｂにお

いて効果を確かめた。 

 

 

 １ その授業(単元)の目標を決める 

 ２ １で決めた目標を達成するための、｢アウトプット活動｣を設定する。 

 ３ 下記のチェック項目に留意しながら、２に向けた指導過程を考える。 

 

 

(①｢易→難｣、 ②｢スパイラルな指導、計画的・系統的な反復練習｣) 

  項目 ２条件 

1 □ 
活動で使う既習語句・文法の定着度を確認する。 

(→定着が見られない場合は、定着を図るための活動を導入時に行う。) 
② 

2 □ オーラル・イントロダクションを行う。 ※６ページ～７ページを参照 ①② 

3 □ 十分な音声インプットを確保する。 ① 

4 □ 既習事項を活用する場面を設定する。 ② 

5 □ 新出表現を習熟（インテイク）させる。 ①② 

 

 

段階的指導(スモールステップ)チェックリスト 

段階的指導(スモールステップ)を取り入れた授業(単元の指導)の手順 

考えや気持ちを伝え合う力 (アウトプットする力)をつける指導 
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１ 本研究における「オーラル・イントロダクション」の活用について 

 

 オーラル・イントロダクションは、教師が既習の語彙・表現を用いながら、分かりやすく口

頭で新出の内容を提示することによって、教科書本文や新出文法等の導入を行う指導方法であ

る。 

 オーラル・イントロダクションの利点は、本研究で考えた「聞くこと」→「話すこと」、「読

むこと」→「書くこと」に沿って、学習内容を段階的に理解させることができる点及び、既習

事項を反復学習できる点である。例えば、まず、教科書本文の内容や目標文の内容を教師の発

音で「聞くこと」、教師の問いかけに応答することで「話すこと」を行った後に、実際に英文を

「読むこと」を行い、扱った文を自分の言葉で言い換えて「書くこと」にもつなげることがで

きる。（検証授業Ｂを参照） 

 オーラル・イントロダクションでは教師が一方的に説明するのではなく、教科書等の絵や写

真を利用し、生徒に英語で簡単な質問をして、生徒に考えさせ、答えを引き出しながら段階的

に物語を理解、整理させていくことが重要である。生徒と教師とのやりとり（インタラクショ

ン）により、教師は生徒の理解度の確認をすることができ、必要に応じて、その場で説明や練

習を補うこともできる。 

 

例１ 教科書本文のオーラル・イントロダクション 

(1) 教科書本文のオーラル・イントロダクションの目的 

・本文を理解するための動機付けを行う。 

・本文を理解するために必要な語彙を導入する。 

・本文を理解するための背景知識を与える。 

・本文の概略を理解させる。 

(2) 教科書本文のオーラル・イントロダクションを教師が考える際のポイント 

・新出事項、既習事項を把握する。 

・生徒が理解しやすい発問の表現、類推しやすい発問の順番を考え、シナリオを作成する。 

・生徒が、既習事項や教師とのやりとりから得た情報、教師の提示した絵や写真の情報を活  

用して類推できるようにする。 

・音に集中できるように、文字の使用はなるべく避ける。 

・日本語は極力使用しないようにする。 

・代名詞はなるべく使用しないようにする。（生徒が答える時には人称代名詞を使用する機

会を意識して多く作り、復習させる。） 

・重要な文は繰り返させる。 

 

(3) 教科書本文のオーラル・イントロダクション例（職場体験を扱ったレッスンでの導入場面） 

T:  Everyone, you all had a work experience in September.  Do you remember      

about it?  S1, I know you worked at a bank.  S2, you worked at ○○?    

        What's a work experience?（a work experience は強調してゆっくりと言う。） 

Ss:   ああ、「職場体験」！！ 
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T:  That's right.  Repeat after me.  A work experience. 

Ss:  A work experience. 

T:  Good.  S2, where did you work? 

S2:  I worked at a hospital. 

T:  Oh, you worked at a hospital.  S3, where did you work? 

S3:  I worked at a library. 

T:  Oh, you worked at a library.  Good.  Next, look at this picture.（教科書の絵

を提示）  Who is this boy, S4? 

S4:  He is Kenji.   

T:  He is Kenji.  Class! 

Ss:     He is Kenji.   

T:  Where is this place, S5? 

S5:  A supermarket? 

T:  That's right.  A supermarket.  What did Kenji have? 

S5: 「職場体験」! 

T:  English please! 

Ss:  A work… 

T:  A work experience.  Repeat. 

Ss:  A work experience. 

T:  Kenji had a work experience.  Class. 

Ss:  Kenji had a work experience. 

T:  At? 

Ss: A supermarket. 

T:  Kenji… 

Ss:  Kenji had a work experience at a supermarket. 

T:  Yes, Kenji had a work experience at a supermarket.  Repeat. 

Ss:  Kenji had a work experience at a supermarket. 

 

オーラル・イントロダクションを行っている様子（検証授業Ｂより） 
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例２ 文法事項のオーラル・イントロダクション 

(1) 文法事項のオーラル・イントロダクションの目的 

・新出の文構造に気付かせる。 

・新出の文構造で表現できる意味内容を類推させる。 

(2) 文法事項のオーラル・イントロダクションを教師が考える際のポイント 

・新出の文構造の文を複数例示し、繰り返し聞かせ、誤解させることがないように意味を

類推させる。 

・学校生活やその時点で話題になっていることなど、生徒が身近に感じ、分かりやすいも

のを題材として活用する。 

 

(3) 文法事項におけるオーラル・イントロダクション例（What time ～?） 

T:  I’m sleepy.  I get up at 5:00 every day.  Are you sleepy, S1? 

S1: No, I’m not. 

T:  How about you?  Are you sleepy, S2? 

S2: Yes, I am. 

T:  I get up at 5:00.  What time do you get up? 

S2: Seven. 

T:  Oh, you get up at 7:00.  Repeat at 7:00.（at を意識して発音する。） 

Ss: At 7:00. 

T: What time do you get up, S3? 

S3: At 6:30. 

T:  You get up at 6:30.  I get up at 6:30, class. 

Ss: I get up at 6:30. 

T:  What time do you get up, S4? 

S4: I get up at 5:30. 

※以下、同様に複数生徒に質問を繰り返す。その後、（生徒の名前）gets up at 6:30.

につなげる。そして複数生徒に聞き、主語を名前や he, she にしてリピートさせる。 

 

検証授業Ａの様子 
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２ 段階的指導(スモールステップ)チェックリストの活用例Ⅰ 

<一単位時間の授業実践、検証授業Ａ 10 ページから 15 ページを参照> 

 

 

段階的指導(スモールステップ)チェックリストでチェックされた項目とそれに対する活動 

 

１活動で使う既習語句・文法の定着度を確認する。 

  (→定着が見られない場合は、定着を図るための活動を導入時に行う。) 

  既習語句を即興で活用できる生徒は少ない。そのため、以下の帯活動（短時間で行う継

続的な活動）を行い、習熟（インテイク）させることにより、本時のアウトプット活動を

スムーズに行うことができるようにする。 

 活 動① 数字の定着から時刻を伝える表現の確認 → 数字カードを用いた帯活動 

 活 動② 動詞（日常の動作）の確認 → フラッシュカードを用いた帯活動 

２オーラル・イントロダクションを行う。 

 活 動  本時の導入となる”What time do you～?”の表現を導入しながら、質問の仕方、

答え方、レポート活動の方法を例示する。 

３十分な音声インプットを確保する。 

 活 動  オーラル・イントロダクションによって十分な量の音声をインプットする。 

４既習事項を活用する場面を設定する。 

 活 動  授業始めの帯活動で確認した数字、動詞を活用して、友達が何時に何をするの

か３人称の文で表現する。 

５新出表現を習熟（インテイク）させる。 

 活 動  教師とのインタラクションで何人か指名していくうちに自然に文構造を学ばせ

（８ページを参照）、生徒同士のインタビュー活動で反復練習することにより、自

然に発話できる段階まで習熟（インテイク）させる。 

 

授業の組み立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈復習〉   〈インプット〉  〈習熟(インテイク)〉    〈アウトプット〉 
 
 
 
 
 
 

ク
ラ
ス
へ
の
レ
ポ
ー
ト 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

グ
ル
ー
プ
へ
の
レ
ポ
ー
ト

帯活動 数字 

帯活動 時刻 

帯活動 動詞 

オ
ー
ラ
ル
・ 

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

新
出
表
現
の
確
認 

反
復
練
習 

自
然
に
発
話
で
き
る 

段
階
ま
で
習
熟
さ
せ
る
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３ 検証授業（第１学年） 

 

(1) 使用教科書 TOTAL ENGLISH Book １（学校図書） 

 単元 Action 2 “何時ですか？”  

 

(2) 単元の目標 

ア 時刻などの表現を正しく聞き取り、分からなければ再度聞き返すなどして理解できる。 

イ 場面に応じた表現で話したり、与えられたテーマについて簡単な英文で自分のことを表

現したりできる。 

ウ What time do you ～?を含む、時刻に関する表現を正しく理解し、適切に運用すること 

ができる。 

エ 時差に関する知識を得る。 

 

(3) 単元の評価規準 

 

(4) 指導観 

 ア 単元観 

  本単元のねらいは、時刻を尋ねる表現を学ぶことである。言語材料としては What time do 

you ～?の文構造を初出として扱う。What time is it?や、前置詞の使い方、３人称単数の文

等、既習事項を活用しながら、What time に一般動詞の疑問文を組み合わせた質問文を作る

ことができるように指導したい。 

 

 

観点 ア) コミュニケー

ションへの関心・意

欲・態度 

イ) 外国語表現の

能力 

ウ) 外国語理解の

能力 

エ) 言語や文化に

ついての知識や理

解 

単元の 

評価規準 

①ペアやグループ

間で協力して積極

的に言語活動に参

加し、コミュニケー

ションを図ろうと

している。 

②間違うことを恐

れず、意欲的に英文

を言ったり書いた

りする。 

①What time do you 

～ ?の表現を用い

て、正しく話した

り、書いたりでき

る。 

②場面に即して適

切に音読すること

ができる。（後日Ａ

ＬＴ授業） 

③既習事項を踏ま

えて英文を作るこ

とができる。 

①What time do you

～?の表現を用いた

文を聞いたり読ん

だりして、その内容

を理解できる。（ワ

ークシート） 

②教科書の内容を

正しく読み取るこ

とができる。（後日

定期テスト） 

①What time do you

～?の文構造を理解

できる。 

②時差に関する知

識を得る。 

− 10 −
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 イ 教材観 

  言語材料の導入については、オーラル・イントロダクションやワークシートを用いて文の

構造を理解させながら、会話練習を通して定着を図る。地図や絵を使用しながら、実際の時

差を紹介することで興味・関心を引き出したい。 

 

(5) 年間指導計画における位置付け 

   本単元のポイントは時刻を尋ねる表現である。本単元の前に扱う Lesson５では３人称単数

現在形の学習を行う。そのため、人称による文の構造の違いも復習しながら What time～?の

文構造を学習させたい。また、後日行う「私の一日」という Reading、12 月に行う Whose ～?

の文、年度末に行う「Show & Tell」及び「手紙で使う表現」などに活かせるよう、１～３人

称までの文を場面に応じて使い分けることができるよう練習させる。 

 

(6) 単元の指導計画と評価計画 

 学習活動・学習内容 評価規準

第１時 

（本時） 

 

数字を時刻の形で言う。 

What time do you ～ ?の文構造を理解し、時刻を尋ねたり、答

えたりする。 

１日のタイムスケジュールを尋ねたり、答えたりする。 

友人にタイムスケジュールを尋ね、得た情報を第三者に伝える。 

その内容を英文で表す。 

ア① 

イ①③ 

エ① 

第２時 

時刻に関する英文を聞き取る。 

時差に基づいて、ワークシートに従って海外にいる人の様子や行

動を言ったり書いたりする。 

ア②イ③

ウ②エ②

 

(7) 研究主題との関わり「段階的指導を活用した学習意欲を高める指導工夫」 

生徒に付けさせたい力は自ら進んで伝え合う力である。そのために、新出文法を用いた質

問・応答（What time do you ～? とその応答）からさらに主語を３人称単数現在形に変えた

報告活動に広げる。活動の難易度を段階的に上げながら授業を進め、最終的に書く作業まで

行わせる。 

本時の主な活動は What time do you～?を使った質問と応答、および３人称単数現在形を

用いた第三者への報告活動である。この活動を行う上で必要な既習事項は、数字、３人称単

数現在形、What time is it?の表現であり、これらは事前の授業の帯活動で学習してきた。 

第１時では簡単な数字の復習や動詞の確認から始まり、段階的指導として、一般動詞の文

と時刻を合わせた表現を導入し、簡単な会話を行うことができるよう指導する。また、人称

を変えながら友達について説明する機会も設ける。 

第２時では、第１時に学習した文構造の変化に注意させながら時差についても考えさせる。

その上で、場所を表す表現とともに世界のいくつかの地点の時刻を表現できるよう指導する。 
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(8) 本時 

 ア 本時のねらい 

①  What time do you ～?の文構造を理解し、友達に尋ねたり質問に答えたりする会話

を、相づち表現なども用いながら自然に行うことができる。また、聞いた内容を第三

者に伝えることができる。 

②  自分や友達が何時に何をするか、３人称単数現在形や前置詞 at に留意しながら話し

たり書いたりすることができる。 

 

 イ 本時の指導課程 ※指導過程にある１から５は９ページの１から５に対応 

指導過程 

(time) 

学習活動 教師の指示/留意点 評価規準 

教材教具 

1 Greetings 

(3 min.)

 

 

英語であいさつする。 

天気や曜日を確認。 

ア① 

観察 

2 Warm-up 

(8 min.)

⇒１

Q&A を友達と３回以上行

う。 

 

カードを見ながらリピ

ートする。主語に応じて

語形を変化させる。 

・Q&A を行わせる 

Q:What time is it? 

・カードを使って数字

の確認を行う。 

1～12、15、30、45

の順 

・カードを使用し、動

詞の練習行う。 

get up, come home, go 

to bed 

Ｑ＆Ａワーク

シート、数字の

カード、フラッ

シュカード 

3 Oral 

Introduction 

(3 min.)

⇒２ ３

インプット 

・何時に起きるか 

・何時に帰宅するか 

・何時に寝るか 

を質問し、答える練習

 

What time do you get 

up? 

I get up at 7. 

教師との会話を通し

て、What time do you

～?の英文の意味、使い

方を感覚的に理解させ

る。 

レポーティングの方

法、表現活動の準備を

させる。 

動詞のカード、

get up ,at の

カード 

4 Explanation 

(5 min.)

⇒４ ５ 

 

教師の質問に日本語で

答えながら、理解を深め

る。 

・What time do you～？

で「何時に～しますか」

という意味になること

を理解させる。 

get up, come 

home, go to 

bed, at, 

主語カード 
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習熟（インテイク）

 

 

 

・ I get up at 7:00.

を板書し、答える際、

時間の前にatがつく

ことを理解させる。 

・I を He に書き換え、

主語が３人称単数に

変わったので動詞に

sがつくことを理解

させる。 

5 Pattern practice

(5 min.)

 

教師の日本語を英語に

直す。 

What time do you (get 

up/come home/go to 

bed) on Sundays?  

I get up at 7:00. 

 

6 Activity 

(10 min.)

⇒５

 

 

 

※自分で考えた質

問を行うことで、

アウトプット活

動にもなる。 

※グループ以外のメン

バーに聞く。 

A: What time do you get 

up on Sundays? 

B: I get up at      .

A: Oh, you get up 

at     .  

B:What time do you get 

up on Sundays? 

A: I get up at     . 

B: Oh, you get up 

at       . 

・日曜日の習慣的な行

動の時間を書かせる。 

Sundays のsに注目さ

せる。 

・会話の流れを確認す

る。 

・ペアで会話を行い、

英文、会話の手順な

ど活動が円滑に行え

るか確認する。 

・自分の時間を書かせ

る。グループ以外の

生徒と対話するよう

伝える。 

この際、さらに詳し

く聞く表現や相づち

を打つ表現を活用し

ているか確認する。 

ア① 

イ① 

観察 

ワークシート 

I get up at 7:00. 

 

She gets up at 7:00. 

数人に再度行わせ、文

を受けて教師が She 

gets up at 7:00.など

と３人称単数現在形の

S を強調する。 

３人称単数現在形の文

はリピートさせる。 

イ① 

観察 
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7.Reporting 

(8 min.)

⇒５

習熟（インテイク）

A: -- gets up at 5:00.

   -- comes home at 

8:00. 

B: -- gets up at 7:00.

など。以降繰り返し。 

グループ内で、クラス

メイトについて報告さ

せる。 

表に書いてある数字を

もとに、３人称単数現

在形の s および前置詞

s を意識しながら英文

を作っているか確認す

る。 

ア① 

イ③ 

 

8 Writing 

(5 min.)

アウトプット 

Ryo goes to bed at 

11:00. 

Yuko gets up at 7:00.

友達への質問、答えを

１種類書かせる。 

３人称単数現在形の文

（Reporting で用いた

文）を書く。 

イ③ 

エ① 

ワークシート 

9 Consolidation 

(2 min.)

What time do you get up 

on Sundays, Mr.Yokoyama?

He gets up at 6:00. 

その場にいる先生に全

員で質問し、全員で３

人称単数の表現を使っ

て言う。 

次回の予告をする。 

 

10 Closing 

(1 min.)

 英語で挨拶する。  

 

(9) 授業観察の視点 

ア 段階的指導（スモールステップ）を意識したものになっていたか。 

イ 授業の組み立ては、生徒にとって理解しやすいものであったか。 

ウ 生徒にとって、自ら進んで会話がしやすい雰囲気作りに努めていたか。 

エ Writing の作業において、３人称単数現在形などの既習事項を活用して書くよう促して

いたか。 

 

(10) 授業を終えて ～成果と課題～ 

 

 ア 成果 

段階的指導（スモールステップ）の視点から 

・  インプット 

      授業始めの Q&A から Writing まで流れがスムーズであり、段階的に指導することがで

きた。 

・  習熟（インテイク） 

帯活動として毎回同じ絵を使いながら表現の練習をした。また、十分な反復練習も行
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うことができた。生徒はしっかり習熟した上でグループへのレポート活動に移行するこ

とができた。 

・  アウトプット 

      生徒同士の会話活動を多く行う中で、自分のことや友達のことを伝えようという姿勢

を見ることができた。 

 

自ら進んで伝え合うという視点から 

  ・ 自分で考えた動詞を書かせる欄があったことで、自ら進んで伝え合う力を養うこ     

とにつながった。 

  ・ 後日検証授業を行った学級で行ったアンケートでは、５月当初よりも「話す」「書く」

という活動に対して抵抗感がなくなったと感じる生徒が増え、過半数を占めた。 

 

 イ 課題 

  ・ 段階的指導に着目するあまり、What time～？の文構造を理解させることという本時の

ねらい達成が不十分になってしまった。 

  ・ 板書計画や視覚教材の準備が不十分であった。視覚に訴える教材を多用すれば、より

確実に使用表現を習熟させることができた。 

  ・ 最後に目標文を生徒に言わせたが、教師の言ったことを繰り返すだけになっていたの

で、定着を図るためにも、最後は生徒に自発的に言わせる流れが好ましい。 

  ・ 語彙練習に時間がかかった。 

・ ワークシートの自分で選んだ動詞を有効活用できたのではないか。活動で使う質問を

「聞きたいこと」と「聞かなければいけないこと」に分けることにより、より生徒が自

ら進んで伝え合いたいと思う気持ちを育てることができると考える。 

 

使用したワークシート（例） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この授業で扱った表現などは、後日定期テストで出題すること、また、「私の一日」という授

業においても再度扱うことで、自分の言葉として表現できているか確認した。 
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４ 段階的指導(スモールステップ)チェックリストの活用例Ⅱ 

<単元計画作成の実践、検証授業Ｂ 17 ページから 23 ページを参照> 

 
段階的指導(スモールステップ)チェックリストでチェックされた項目とそれに対する活動 

 

１活動で使う既習語句・文法の定着度を確認する。 

  (→定着が見られない場合は、定着を図るための活動を導入時に行う。) 

 活 動① １人称から３人称への文の書き換えの練習→ 帯活動 

 活 動② 不定詞を用いた自己表現活動      → 各時の導入と復習活動 

２オーラルイントロダクションを行う。 

活 動  教科書本文の導入時に、新出文法を織り交ぜながら、使用する語句を精選し、

内容に関して英文で説明する。その中で、生徒の作文の型モデルを提示する。 

３十分な音声インプットを確保する。  

 活 動  教科書本文の音読、部分暗記を反復して行う。 

４既習事項を活用する場面を設定する。 

 活 動  文法定着を目的としたペア活動の対話文や、教科書本文の対話文を、１・２人 

称から３人称の形に変え、説明文にする。 

５新出表現を習熟（インテイク）させる。 

 活 動① 教科書本文の音読で、意味のまとまりを意識しながら音読できるよう、反復練 

習を重ねる。 

    ② 教科書本文の内容に関する Q&A を通し、教科書本文の表現を定着する。 

③ 目標となる英文を正確に書けるよう反復練習する。 

 

授業の組み立て（単元計画については指導案を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        〈インプット〉    〈習熟(インテイク)〉    〈アウトプット〉 
 
 
 
 
 

作
文
活
動  

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

 
ｵｰﾗﾙ･ｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ 

ｵｰﾗﾙ･ｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ 

 
インプット練習 

 
表現活動

新出単語の確認 

内容理解 

音読活動

Q&A 

新
出
表
現 

本
文
指
導 
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５ 検証授業（第２学年） 

 

(1) 使用教科書 SUNSHINE ENGLISH COURSE 2（開隆堂） 

単元 PROGRAM 6 A Work Experience 

 

(2)  単元の目標 

ア ・自分が行いたいことを言うことができる。（不定詞の名詞的用法） 

  ・行動の目的を言うことができる。（不定詞の副詞的用法） 

     ・何をするためのものか言うことができる。（不定詞の形容詞的用法） 

イ ・教科書本文を参考にし、まとまった量の英文を書く事を通し、職場体験と将来の夢に 

     ついて報告することができる。 

  ・今まで習った文法事項の積み重ねにより、テーマに必要な自己表現をすることができ 

       る。 

 

(3)単元の評価規準 

観点 ア）コミュニケー 

ションへの関心・ 

意欲・態度 

イ）外国語表現の

能力 

ウ）外国語理解の

能力 

エ）言語や文化に

ついての知識・理

解 

単元の 

評価規準 

 

①ペアワークやグ

ループ活動を通し

て、互いに協力し

学び合う態度を養

っている。 

②学習した言語材

料を用いて積極的

にコミュニケーシ

ョン活動に取り組

むことができる。 

①自分の行いたい

こと、行動の目的、

何をするためのも

のかなど、不定詞

を用いて書いたり

話したりすること

ができる。 

②既習の表現 I 

think～を用いて

自分の考えを述べ

ることができる。

①学習した言語材

料を頼りに、教師の

話を聞いたり、教科

書を読んだりして、

職場体験や将来の

夢の話を理解する

ことができる。  

②友達の作文を読

んだり、発表を聞い

たりして、内容を理

解することができ

る。       

①不定詞の三つの

用法（名詞的用法、

副詞的用法、形容

詞的用法）を理解

し、活用できる。 

②場面に応じた適

切な表現や人称代

名詞を選択するこ

とができる。 

 

(4) 指導観 

 ア 単元観 

言語材料は、不定詞の名詞的用法、副詞的用法、形容詞的用法である。本課は職場体験を

扱っており、保育園に行った由紀とスーパーで働いた武の体験談、桃子の将来の夢などが語

られている。彼らの体験を単元の終わりに各ページの対話文の内容をピクチャーカードを基

にして、要約した説明文に書き直させるリプロダクション活動によりまとめることで、生徒

に自分自身について語るための文の型を身に付けさせる。 
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補足＜リプロダクション活動について＞ 

   リプロダクション活動は音読の延長線上にあり、教科書の英語の定着を図り、文の要約を訓

練する活動である。本授業では、リプロダクション活動を行うことによって自己表現の活動が

段階的に高まる指導となっており、自己表現活動への段階的指導として有効であると考えた。 

                   

イ 教材観 

本校の生徒は９月に職場体験を行っており、題材としては、自分と主人公を重ね合わせな

がら興味をもって取り組める内容になっている。不定詞を用い、単元のまとめとして生徒に

自分自身の体験談と将来の夢を語らせたい。書く力を付けさせるための活動として、各ペー

ジの対話文の内容をピクチャーカードを基にして要約した説明文に書き直させる。さらに、

ワークシートの最後に追加された設問に答える形で、不定詞の名詞的用法を活用して「自分

の将来の夢やなりたいものについて」、不定詞の副詞的用法を活用して「夢の実現のためにと

るべき行動について」の計２文を付け加えさせ、「自分自身の体験の報告と将来の夢」のテー

マで、まとまった量の英作文を書くときの予行練習にする。 

  

(5) 年間指導計画における位置付け 

  Program 1～5では、未来表現のwillや接続詞that(I think that～)、義務などを表す must 

や have to～を学習した。Program 6 では本文に上記の言語材料が複数取り扱われ、さらに新

しく不定詞の名詞的用法、副詞的用法、形容詞的用法が加わり、表現の幅が広がる。各単元

で学び積み重ねてきたことを十分に活用させ、生徒に自分の職場体験記や将来の夢について

の自己表現作文に取り組ませる。   

 

(6) 単元の指導計画と評価計画 

   ※学習活動・学習内容にある１から５は１６ページの１から５に対応 

 学習活動・学習内容 評価規準 

第１時 Program 6① ・不定詞の名詞的用法の導入、練習 ⇒１ ２ 

・不定詞の名詞的用法を使った言語活動 ⇒３ 

 (インタビュー/レポート) 

ア①② 

エ①② 

第２時 

 

Program 6① ・不定詞の名詞的用法の復習 ⇒１ 

・Section ①(55 ページ)の内容理解と音読 ⇒３ 

 英作文 Q:What do you want to be in the future? 

          A:I want to be ～ 

イ① 

ウ① 

第３時 

 

Program 6② ・不定詞の副詞的用法の導入、練習 ⇒１ ２ 

・不定詞の副詞的用法を使った言語活動 ⇒３ 

 (インタビュー/レポート) 

ア①② 

エ①② 

第４時 

 

Program 6② ・不定詞の副詞的用法の復習 ⇒１ 

・Section ②(57 ページ)の内容理解と音読 ⇒３ 

 英作文  Q: What do you have to do to be a _______? 

イ① 

ウ① 
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         A:I have to _________ to be a _________. 

第５時 

 

Program 6③ ・不定詞の形容詞的用法の導入、練習 ⇒１ ２ 

・不定詞の形容詞的用法を使った言語活動  ⇒３ 

(不定詞を使ったクイズ) 

ア①② 

エ① 

第６時 

 

Program 6③ ・不定詞の形容詞的用法の復習 ⇒１ 

・Section ③(59 ページ)の内容理解と音読 ⇒３ 

  英作文    I have __________ to ___________. 

イ① 

ウ① 

第７時 

（本時） 

Program 6① ・教科書本文(55 ページ)のリプロダクション （班活動） 

               ⇒４ ５ 

ア①イ① 

エ①② 

２学期 

10 月～ 

11 月 

・リプロダクション活動で作成した要約文は帯活動として毎時授業冒 

 頭で数人ずつ発表 

・テーマ「職場体験記と自己紹介」英作文 

ア①② 

イ①② 

ウ②エ① 

 

(7) 研究主題との関わり「段階的指導を活用した学習意欲を高める指導の工夫」 

「職場体験記と将来の夢」という題でまとまった量の英作文(目標 110～130 語)を書き、学

芸発表会で作品を展示するという目標がある。この目標を達成させるために、「書く」という

アウトプット活動に生徒が安心して学習に取り組めるよう、どのように学習活動をスモール

ステップ化して積み重ねるかが重要である。検証授業Ａが、１時間つの授業の中で指導の段

階的指導を追求したのに対し、検証授業Ｂは、単元全体において段階的指導を追求したもの

である。 

 本時では、生徒が「職場体験記と将来の夢」という作文を書くためのスモールステップと

して教科書本文のリプロダクション活動を行う。生徒たちはリプロダクション活動を１年生

の２学期から定期的に行っている。リプロダクション活動には、本文のオーラル・イントロ

ダクション、内容理解を的確に行った上での徹底した音読練習が必要不可欠である。音読練

習については普段から意識的に取り組んでおく。オーラル・イントロダクション（口頭導入）

及びオーラル・インタラクション（英問英答）は、リプロダクション活動の土台である。本

単元のように会話文を扱う場合には、オーラル・インタラクションが１・２人称を３人称に

直して練習する重要なプロセスとなる。教師の英語は、生徒の作文の型モデルとなるように

精選することが大切である。また、Program6 の対話文の特徴として、全て、Ms. Wood が質問

し、由紀と武が答える形式になっている。由紀と武の答えを並べて主語を適切な形に変えれ

ば説明文が出来上がる作りとなっているので、ワークシートを使い、生徒に考えさせ、整理

させる。さらに、各セクションで、不定詞を用いた文を段階的指導としてしっかり書けるよ

うに練習しておき、リプロダクション活動として生徒の考えを２文加え、発表することで自

己表現活動の文章の型を学ばせることができる。このような段階を踏んだ学習により、生徒

のアウトプット活動「書く」に対する抵抗感が払拭され、最終的に自己表現する作文活動が

できるようになる。また、段階的な指導を行う上で４人グループで助け合って活動させるこ

とも、生徒たちが安心して学習活動に取り組める要素になり、より学習効果が上がると考え

る。 
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(8) 本時 

 ア 本時のねらい 

  ① 会話文で構成されている教科書本文を要約し、説明する文に言い（書き）換えること

ができる。（１人称から３人称への書き換え並びに適切な代名詞の使い方等） 

② 聞き手を意識した内容を意識し、説明する文を考えて書くことができる。 

③ 文章の構造と表現の型を踏まえ、「職場体験報告や将来の夢」をテーマに、まとまった

英文を書くことができる。 

 

 イ 本時の指導過程 

   指導過程 
  (time) 

       学習活動 
 

教師の指示/留意点 
 

 評価規準 
 教材教具 

1.Greetings 
      (2 min.) 

･挨拶をする。 
･日付と天気を確認する。 

･全体で行った後に、改めて 
 数名に質問する。 

 

2.Review 
(1)Oral 

Interaction 
(2)Reading 

    (10 min.) 
  
  インプット 

･本文 p.55 を音読する。 
①Chorus reading 
②Read & look up and say

 
･ピクチャーカードの英問

英答を行う。（本文の Wood
先生の質問文をベースに
する。） 

･教科書 6-①本文を全体練 
 習する。 
･Reproductionに入る準備の 
ために本文をある程度覚え
る。 

･英語の質問に英語で答えさ 
せる。 

 

※教科書本文
  部分暗記ワ

ー ク シ ー
ト 6-① 

Program6-① 
・ピクチャー 
  カード 
 

3.Reproduction   
  
      
 
 
 
 
 
 
(1)Writing-A 
 
 
 
 
 

 

･会話で構成された本文の 
リプロダクションを行う 
上での約束事を確認する。

 
 
 
 
 
A Program 6-①の文構造に
ついてワークシートで整理
する。 
 
 
 

以下の４点について確認さ
せる。 
①「状況説明／登場人物・話

題など」 
①「要点を整理し、端的な文

章を作る」 
②「主語や人称代名詞に気

を付ける」 
③「聞き手にとって分かり

やすい説明文を作る」 
A 生徒に考えさせ、答えさせ 
  ながら整理していく。 
 Wood 先生の質問文が文の 
 内容の要点を端的に説明  
  していることに気づかせ  
  る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシー
  ト① 
 

 
(2)Writing-B 
 
 
 
(3)Writing-C 

  (30 min.) 
 

 
 
習熟 
（インテイク） 

 
〈４人グループになるよう

に指示〉 
B 相談しながら説明用の英
 文を作る。 
 
 
C ･挙手し、書いた文を次々

と発表して、板書する。
･どの文が最適か全体で 
考え、説明文を全員で完
成させていく。       

 
〈机の移動〉 
 
B 情報交換をしてお互い足 
 りないところを補い合よ 
 うに指示する。 
 
C どうしてその文を書いた

のか理由を言わせ、全員で
考える材料にする。 

   

 
 
 
･ワークシー
ト①② 

 
Program6-① 
･ピクチャー
カード 

ア- ① 
エ- ①② 
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※教科書本文部分暗記ワークシート…教科書本文の新出単語、重要表現等を空欄にして、繰り
返し音読練習させることにより定着を図るワークシート。 

 

(9) 授業観察の視点 

  ア  本単元は段階的指導（スモールステップ）を意識したものになっていたか。 

イ  授業の組み立ては、生徒の思考の流れに沿って理解しやすいものになっていたか。 

ウ  リプロダクションの作業の前に、文法事項や本文の内容を生徒が確認できる活動    

が十分に入っていたか。 

エ 生徒は教科書本文の文構造を理解し、作業を通して「職場体験報告や将来の夢」のテー

マで作文を書く基本的な文の型を学ぶことができたか。 

オ  ４人組の協働学習が生徒の教え合いを促し、学びに効果的であったか。 

 

(10)  授業を終えて ～成果と課題～ 

 ア 成果 

 段階的指導（スモールステップ）を設定の視点から 

① インプット 

・１年生の時から継続的に教科書本文の音読（Chorus reading →部分暗記音読シート）

を行う事で新出語句、重要表現、既習の表現で大切なものを意識させ、覚えさせること

ができた。  

・リプロダクションの前段階として、ピクチャーカードを使った英問英答を本時を含

め、繰り返し行うことで生徒はスムーズに会話文（１、２人称が主語の文）を説明文

（３人称が主語の文）に変えることができた。 

    〈 生徒のワークシート①より・・・本文内容を整理する。(   )内は生徒が記入 〉 

（例） ①（状況説明：登場人物・話題） 

     Q: What are they doing?    

       A:（ Ms. Wood and Yuki are talking about Yuki's work experience.） 

    ②（どこで働いたか） 

Q: Where did Yuki work?  

   A:（ Yuki worked at a nursery school near the soccer stadium.  ）

 ③（何をしたか） 

Q: What did she do there?   

   A:（ She sang songs and played with the children.        ）

        

4.Consolidation 
(7 min.) 
 

     

･全体で一度読んでみる。 
･用意してあった不定詞の 
 文を２つ付け加える。 
 

･生徒の取組について気がつ
いたことをコメントする。 

イ- ① 
Program6-① 
･ピクチャー
カード 

･ワークシー 
 ト② 

5.Closing 

(1 min.) 

･挨拶をする。 
 

･順番に全員発表することを 
伝える。 

･次回の授業の予告をする。 
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② 習熟（インテイク） 

・会話で構成された教科書本文のリプロダクションを行う上での約束事を、生徒に

質問しながら確認した。文章構造ワークシートで教科書本文の要点をまとめる作業

がスムーズにできていた。 

・生徒とどのような文章がよいか意見を共有するときに、つまずきやすい表現や意

識した方がよい点について、教師の側からも机間指導をしながら生徒から考えを引

き出すように質問を投げかけた。理解の一助になったのではないかと思われる。 

質問内容の例 

○ 代名詞の扱い 

  文の主語を She ではなくて Yuki としたのはなぜか。  

   ⇒前の文章の主語が Ms.Wood と Yuki の二人だから。 

 ○ 場所の表現方法 

   there をどうするか。 

   ⇒詳しく説明するなら、at a nursery school とする。 

③ アウトプット    

    ・後日、生徒自身の職場体験記を書かせた。リプロダクションで覚えた文を全て         

使えたわけではないが、上記の作業で文章構造を理解し、覚えた職場体験記を書く          

上での共通の表現を利用しながら、短時間（清書を含め２時間）でよく取り組めて

いた。必要な表現を辞書で調べたり、教師に質問したりしながら作成していた。１         

年にわたるリプロダクションの積み重ねにより、自分で考えることが当たり前にな        

り、能動的に作業を行う様子が見られた。 

   自ら進んで伝え合うという視点から 

・４人のグループ学習は生徒が１年生の時から行っているが、話し合いをすること

で作文が苦手な生徒たちも英文のヒントを得て、作業ができた。教え合い、助け合

うということが当たり前であるという感覚を身に付けさせるためには、早い段階か

ら教師の側が授業の環境を作ることが大切だと再認識した。 

・事前にスパイラルな反復学習を行い、英文をグループで共有することで、最後の

クラス全体での話し合いの時にも、あまり英作文を得意としない生徒たちも自信を

もって発言する様子が見られた。  

イ 課題 

・生徒のリプロダクションシートの作文、後日行った職場体験記の英作文を見てみ

ると、音声インプットを十分に行っているので音では理解しているのだが、音声を

正しい綴りで文字にできない誤りが多かった。日常的に単語テストや dictation の

小テストを増やすなど、繰り返し学習させ、定着を図っていく必要がある。 

Ex) work experiense  /  narsary school  /  stadiam   

・過去形にすべきところを音の記憶に頼って現在形で書いてしまうなど、文法の定

着不足に起因すると思われる誤りも目立った。英文を読んだり書いたりするときに

時制を意識させるよう指導していく必要がある。 

Ex) She sang songs and play with the children. 
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・ 段階的な指導により、文章構成や基本的な英語表現等はよく定着し、生徒の学習

意欲も高まっているが、検証授業後に実施した記述式アンケートを見ると、まだま

だ語彙も少なく、思うように自己表現できないことが、生徒のアウトプット活動へ

の抵抗感となっていると思われる。スモールステップを踏むことで、ある段階まで

は目に見える形で成果を上げることができるが、生徒の英語活用力を高め、自信を

付けさせるには、限られた授業時数の中でも、インテイク(習熟)のための活動時間

を意識的に継続的に教師が確保する必要がある。 

                        写真↑ 

                              

 

             

 

 

                             ワークシート②           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リプロダクションを行う

上での約束事をホワイト

ボードに貼っておく。（ホ

ワイトボート左上）   

クラス全体で意見を出し

合いながら説明文を完成

させる。        

←ワークシート② 
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Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 
(1) 段階的指導モデルの提示 

  生徒が、アウトプット活動（「話すこと」「書くこと」）に積極的に取り組むようにするため

の段階的指導（スモールステップ）にどのような要素を含むべきか協議し、生徒が「考えや

気持ちを伝え合う」ことができるようにするモデルを示すことができた。 
(2) 目標を意識した授業への授業改善 

   検証授業を段階的指導チェックリストに合わせて考えていく過程で、普段授業で行っている  
活動について目的とポイントを考え、「考えや気持ちを伝え合う」という目標のために、活動

のねらいを定めていくことができた。 
(3)  生徒のアウトプット活動への抵抗感の減少 

   段階的指導チェックリストを活用した検証授業では、ねらいに即したアウトプット活動を設

定し、その結果、検証授業者が従来行っていた授業に比べ、アウトプット活動への抵抗感が

減ったと事後の生徒へのアンケートで確認された。 
(4)  ４技能のバランスよい育成 

   段階的指導のチェックリストを作成した際に、インプット活動（「聞くこと」「読むこと」）

からアウトプット活動（「話すこと」「書くこと」）という４技能を含めた流れを考えたことに

より、教師の指導が４技能を自然と包括したものになり、４技能をバランスよく育成するこ

とにつながった。 
(5)  習熟（インテイク）の重要性の理解 

   段階的指導を行う中で、習熟（インテイク）の重要性を学ぶことができた。検証授業２では

リプロダクションを行ったが、段階的指導を行った結果、生徒が無理なくリプロダクション

に取り組む姿が見られた。これは「授業の組み立て」（１６ページ）の表で示したように、オ

ーラル・イントロダクションや音読活動、英問英答等、教科書本文を繰り返し指導し習熟さ

せた（インテイクさせた）結果である。 
 
２ 研究の課題 

段階的指導（スモールステップ）チェックリストを活用する際、５ページに示したように、

その授業（単元）の目標を定め、目標達成のために各活動を設定することが大切である。目標

を忘れ、チェックリストの遂行だけに意識を向けてしまうと、教師の指導が焦点の定まらない

ものとなってしまい、本時の目標達成へつながっていかない。今後、CAN-DO リストの視点を

踏まえて、教師と生徒が外国語学習の目標を共有しながら、学んだ英語によって何ができるよ

うになるのか軸をしっかり定めて、授業を組み立てていく必要がある。 
今回、段階的指導チェックリストの検証は１授業と１単元という単位で行った。今後はこれ

に留まらず、各学年の終わり及び卒業までにどのような生徒像を理想として指導を積み重ねて

いくのか、より大きな単位で考えていく必要がある。 
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